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譜例5シューマン幻想曲op．17第2楽章より
5．改善策の提案
これまでペダルの踏み方における問題点を指摘してきた。本節において
はその改善策を提言する。
まず、ペダル使用の初期の頃によく起こる前節の①②③では、ペダルを
使用させる前に、その構造を正しく理解させる必要がある。ペダルを踏む
と内部がどの様に動き音響の変化につながっていくのかという仕組みを説
明するのである。そのためには、実際に目で確かめさせるとよい。これに
より、踏み方によって多彩な表現ができるという理解も速やかとなるであ
ろう。もちろんそれと同時に、演奏曲目が鍵盤を見ずに弾けることも重要
である。これにより、運指というペダルとは別の（余計な）意識を払わず
にすむのである。できれば暗譜をしておくことが望まれる。
上述の準備が完了したら、次に足の上下の感覚や使用する筋肉の感覚を
身に付ける為に音無しでペダルを踏む練習をする。動きに慣れてきたとこ
ろで長めの和音を鳴らし拍子通りに足を上下させる。この時、踏みかえの
上下運動を素早く行うことが肝要である。この素早い上下の動きこそが濁
りを防ぐポイントである。スムーズに動かせるようになってきたら、次の
音を弾いた直後に足を素早く上下させるタイミングを習得させる。
著者はこれまで奏者の足に自分の手を添え一緒に動かすという指導法を
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実践してきた。それにより比較的高い学習効果が得られている。いずれの
場合も、身体で踏み方の感覚を覚えることが大切なので、焦らず繰り返し
行う事が重要である。また、楽譜上のペダル表示の有無にかかわらず、各
部分でのペダルの必要性を認識させることと同時に、効果的な踏み方を意
識させることに深く注意を払う必要がある。特に④⑤の段階では、「ペダ
ルは耳で踏む」という言葉通り、常に自分の出した音をよく聞き、曲想に
合った効果的なペダル使用になっているかどうかを察知しながら演奏させ
ることが最も重要な点である。
6．あとがき
本論文ではピアノ学習者に対するペダルの使用方法について論じてき
た。ペダルには様々な種類の使い方があり、それにより音の微妙なニュア
ンスを表現することが可能となっている。従って、作曲家によりあるいは
楽曲によりペダルの使い方も異なっていることも理解できるところであ
る。例えば印象派に属するDebussyにおいては、その色彩豊かな彼の音
の魔法を音楽として再現する為にはペダルは不可欠であり、それは非常に
奥が深いといえる。
音楽とは音をもって演奏者と作曲者が対話する言葉であると著者は考え
ている。演奏者であれば誰もがより密に作曲者との対話ができるように心
の耳を研ぎすまして音楽に向きあっていきたいと願っているであろう。ペ
ダルは、一見地味な存在のように受け取られるかもしれないが、作曲者と
対話する上で極めて本質的で重要な道具であり技術である。このことをピ
アノ学習者はより強く認識することを願っている。
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